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のみ SDGs パートナーズに登録している企業の活動を紹介します

学芸員発信！
能美ふるさとミュージアム広報室能美ふるさとミュージアム広報室

！信！

詳しくは

こちらお 知 ら
問 /能美ふるさとミュージアム（☎ 58‐5250  FAX 58‐5251）

企業の活動について詳しくは

上記２次元コードからご覧ください。

　エコシステムは廃棄物を建築資源に変えるリサイクル事業に取り組むために

平成６年に設立された企業です。廃棄された瓦を細かく砕いて、地面を舗装す

る材料に変える技術を開発し、平成 10 年から瓦のリサイクル事業を始めました。

この舗装材を使って、能美市や石川県のさまざまな施設や道路などの舗装工事

を手掛けています。一方で、契約を結んだ県外の企業や団体に、この技術を提

供し、日本全国にリサイクルの輪を広めています。

　令和元年ごろからは新たにレンガをリサイクルする研究も進めています。国

や JICA （国際協力機構）などから支援を受けて、東南アジアや南米での調査を

行ってきました。コロナ禍で海外を訪問できなかった期間も、現地の企業や組

織の人々の協力に助けられながら、調査や実験を続けています。

　目指すのは瓦やレンガのリサイクルを、世界各国で末長く続く事業に育てて

いくことです。髙田実社長は「リサイクルした材料でまちをつくっていくことで、

全世界の都市が『循環型未来都市』になったらいいなと思っているんです」と

夢を語ってくれました。あらゆる国でサステナブル（持続可能）な暮らしが実

現するように、これからもリサイクルの舗装材の可能性を追い求めていきます。

環境に優しい舗装を能美から世界へ　株式会社エコシステム

せ

会　場　能美ふるさとミュージアム　ミュージアムギャラリー

会　期　９月２日（土）～ 10 月 15 日（日）　９時～ 17 時

観覧料　無料

　「古墳は古墳時代のえらい人たちのお墓。だけど古墳ってなんだかかわいい！？」

　皆さんは「古墳クッション」を知っていますか？これは古墳をモチーフにしたクッションのことで、奈良

市の椅子張り職人「宇宙椅子 cosmic re-chair フクトククニヲさん」が手掛けています。１点ずつ手作りの

古墳クッションは、そのユニークでかわいい形から古墳グッズブームの火付け役ともなり、これまでに 200

種類、6000 基以上がつくられました。

　中でも、全国に実在する古墳をかたどったクッションは、見応え抜群です。実は、市内にある秋常山１号墳も、

令和元年に古墳クッションとして全国デビューしています。今回の企画展では、全国さまざまな古墳クッショ

ン約 80 基をご紹介します。さまざまな古墳の面白い形をご覧いただき、さらに古墳に興味を持ってみません

か。皆さんぜひお越しください。

にっぽんの古墳クッション展 in 能美を開催！

関連する SDGs のゴール

不要となった廃瓦や廃レンガをリサイクルして

舗装材として活用

ふるさと歴史の広場

企画展


